
とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり

１、活動テーマ

〈テーマ〉

〈テーマ設定理由・子どもの興味関心〉

2、活動スケジュール

3、活動のために準備した素材や道具、環境の設定

5、振り返り

〈振り返りによって得た先生の気づき〉

4、探究活動の実践

　活動内容

・年長児がお世話している鳥小屋が、古くなりネズミが下から潜り

込んだ。もう少し大きい方が中の掃除もしやすいと考えた。

・業者に工事を依頼。工事の様子を興味深く見ながら、完成を楽し

みにする。

・毎日世話をして、卵を産んでくれる烏骨鶏が大好きで、新しい小

屋も楽しみにしている。工事の間園内で小屋ごと移動し世話を続け

て出来上がった小屋が嬉しくて、先に中に入ったり準備をしてい

た。餌の場所や卵を生む場所など相談し楽しんだ。

・大きさや、形を大工さんに相談するため来園してもらう。話を聞いても

らって、実際工事に入ってもらった。

園名

日時

青梅梨の木保育園

令和8年1月15日

烏骨鶏の小屋づくり

年度のはじめ、年長になり、烏骨鶏の世話ができて、卵の持ち帰りが始ま

り。鳥小屋プロジェクトが立ち上がった。実際に子どもたちが希望したこと

をおとなで実際の大工さんが手仕事で動いてくれる様子もワクワクしながら

園内で体験できてよかった。よりいっそう烏骨鶏のお世話がうれしく思うこ

とと、自分たちの希望を取り入れてくれた鳥小屋をおとなが完成させてくれ

たことの経験ができたことが良かったと思う。

　子どもたちの希望を

大工さんに来ていただ

き、話し合いをした。

屋根の形や、基礎が大

切なこと等教えていた

だく。

掃除もしやすくなり、鳥小屋の完成をみんなで、喜び先に中に入っていた。掃除も




